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ネットワーク時代の危機管理
菊地宏明 ●Hiroaki Kikutchi

震災時の現場レポート

ロックンローラーが奏でるパソコン論 マックを愛する小説家が綴る

『震災とインターネット』

阪神淡路大震災から2年経

ったが、われわれは被災の教

訓を生かしているだろうか。

インターネットを使う環境なら

ばパソコンやワークステーショ

ンを使っているだろうし、仕

事でコンピュータを使う人も多

いだろう。仕事場や自宅で大

地震に見舞われたとしても、

神戸のように復旧できるだろ

うか。本書では、被災時の通

信システムを、神戸大学の担

当者やNTTの現場技術者の

生々しい文章で伝え、分断さ

れたネットワークが徐々につな

がっていくまでのインターネッ

トでのボランティア活動の状況

が現場の人々によって語られ

る。この本には、マスコミを

通して伝えられるインターネッ

トの華々しい活躍といった飾

られた話はない。陰で支えて

きた人たちの行動を通して、

あの時何が行われたのかが描

かれている。この現場からの

レポートを真摯に受け止

め、日常から何をすべ

きかを考えなくてはな

らない。日本海での重油

流出事故では、当初ボラン

ティアの活動に携帯電話が使

いものにならなかったらしい。

緊急時の通信手段として期待

されていたものでも、過信し

てはならないのだ。防災対策

を行う立場にあるのなら、こ

の本から学ぶべきことは多い。

読む価値のある本である。

『マッキントッシュ
・ハイ』

マッキントッシュ（マック）

ユーザーである作家の山川健

一氏が書いたマックへのラブレ

ターのような熱っぽいエッセ

イ。初心者へのガイドあり、

HTML入門あり、マッキント

ッシュやアップル社の軌跡あ

り、盛りだくさんの内容が詰

まっており、いたるところに著

者の思いが散りばめられ、愛

情の深さが感じられる。マッ

クユーザー以外から「だから

なんなの」と言われればそれま

でなのだが、マックユーザーに

はこれほどまで思い入れている

人が多い。マックは、もうフ

ェチシズムの対象である。マ

ックフェチになると、ほかのパ

ソコンを受け付けなくなる。

どう考えてもWindows

のほうが楽なのに

あえてマック

を使いたがり、マックの使い

勝手を必要以上に自慢する。

しだいに、客観性が薄くなり、

マックを中心にコンピュータを

考えはじめる。形勢不利にな

りつつも、マックから離れられ

なくなり、旧型のマックをい

とおしむ。道具としての愛着

というより、フェチシズムに近

い。そんなマックユーザーを理

解してあげよう。ここまで、

愛せるパソコンを持っている幸

せな人々なのだ。私自身は、

この本の記述からもれた2代目

マックFATMac（512KBモデ

ル）から愛用しているが、い

まだパソコンにしかみえず、マ

ックフェチには至っていない。

でも、著者に敬意を表して、

伝説のGSキーボー

ドで原稿を書い

てみた。

『DOS/Vブルース』

「マッキントッシュ・ハ

イ」と対になるDOS/V

エッセイ。なんとロック

バンド、シーナ＆ロケッツ

の鮎川誠氏が書いている。本

人も本文で、パソコンなんか

ロックっぽくないと思っていた

と書いているように、読んで

いるほうも、初めは「ロケッツ

のパソコン体験記なんかちょっ

とかっこ悪くない？」と思っ

た。しかし読んでみると、鮎

川兄ィは、やっぱりロッカー

しているのだった。ロッカーの

価値観や美意識で、パソコン、

インターネットに挑んでいく。

それがまた結構かっこいい。

パソコン選びなど、機能で選

んでいっても、詰まるところで

選ぶ人の価値観によるものが

ある。自他ともに骨太のロッ

カーと認める著者が、ロッカ

ーのスタイルを貫いてDOS/V

マシンを使い、インターネット

を始めるところが魅力的であ

る。ロックンロールのスタイル

はこうだ、どうだと、見せつ

けられる。そして、ホームペー

ジの制作までこなしてしまうの

だ。そこここに苦心がみられ

たページはh t t p : / / w w w .

rokkets.com/で実際に見られ

る。ロッカーの熱いものを感

じさせる入魂のホームページで

ある。このページができ上がる

までを描いたメイキング本とし

てみるのもいいだろう。ロッカ

ーは参考にして自分のホーム

ページを作るべし。付属する

インデックスリンクもおすす

め。ロックアーティストのホー

ムページがリストアップされて

いる。ロックに熱くなった頃

を思い出してアクセスしたいペ

ージが詰まっている。
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PC業界の痛快毒舌エッセイ

お宅のコンピュータを拝見

マックでWEBデザインをする人に

『アストロビスタの
パソコン 日記』

「PC WAVE」誌連載のエ

ッセイ「アストロビスタのThe

Back of Beyond」をまとめた

のが本書。93年から95年ま

での2年間に書かれたエッセイ

で、当時のタイムリーな話題

を取り上げながら、独断と偏

見に毒を混ぜながら書き綴っ

ている。連載と題名が変わっ

ているが、「パソコン 」とは

どのような人を指すのかを解題

する、巻頭の「廃人論」序説

（PC WAVE編集部）からい

きなり楽しめる。本文の内容

は、連載当時の内容であるた

め、うわさ話で終わっている

ものも少なくない。しかし、

楽しみは本文よりも、欄外の

注釈にある。あと

から書き足した箇所らし

く、情報が更新されている。

本文にも増して毒っぽい。こ

の本を電車の中で読んでいる

と、人前であることも忘れて

苦笑してしまう。たった2年の

連載のあいだにこれほど激しく

コンピュータ業界の動向が変

化しているのには、あらためて

驚いた。この本なら、笑いな

がら一目でわかる。辛口のコ

ンピュータ業界エッセイとして

十分に堪能できる。といって

も、それからAppleのNeXT

買収、セガとバンダイの合併

と、唖然とするような展開を

見せているこの業界。できる

ことなら、もう少し早く出版

して欲しかった。

廃 

廃 

『DIGITAL WORK
SHOP 97』

技術書のようなタイトルを

しているが、パソコン版「と

なりの晩ごはん」。言うなれば、

仕事場拝見レポート集である。

新しくパソコンを買い揃えると

きになど、あの人は何を使っ

ているのだろうとか、自分の

仕事に向いてるパソコンや周

辺機器は何かなど気になるも

のである。そこで、いろんな仕

事場で活躍されている人々33

人のパソコンを使う現場を各6

ページでレポートしている。わ

くわくしながらページをめくる

と、業界大手の社長、会長か

ら学生、漫画家にいたるまで

さまざまな職種、役職の仕事

場が見られる。しかし、イン

タビュー形式のためか、製品

や会社のPRに終始することが

多く、退屈なページもある。

「失礼します。お宅はパソコン

をどう使っていますか」と訪

ねて行ったら、「まあまあ、ゆ

っくりして行きたまえ。えー、

わが社は…」と長い長いお話

を聴かされるようでつらい。そ

のうえ、個人の略歴なんて、

機器選定の参考にならないし、

本文に関連しない写真が多く、

その写真の説明文も意味不明

だったりする。「はじめに」で

語られた企画趣旨の一文「仕

事の達人たちが自分の道具と

してどのようにパソコ

ンを使いこなして

いるのか、と

いう部分を

切りと

っ て

一冊の本

にしよう」にか

なりの意気込みを感じ

ただけに落胆も大きかった。

98年版に期待をしたい。

『WEBデザイン
ハンドブック』

マッキントッシュを使うデザ

イナー向きに書かれたWebペ

ージ作成の入門書だが、タグ

の説明に終始するHTML解説

本ではない。プレーンテキスト

から順を追ってコンテンツを仕

上げていく作業過程を説明す

るなかに、コツなどを盛り込

んでいてとても読みやすい。

Webページ作成セミナーなど

の教本としてすぐにでも使

えそうである。ただし、

使用ツールがマ

ッキントッシュの

ソフトなので、

Windowsユーザーに

はメニュー画面などがわかり

づらいだろう。さらに、デサイ

ナー向けのためPhotoShopな

どの高価なソフトを使っている

が、個人の初心者では敷居が

高い。そのうえ、図版などは

Pho toShop、Ne tscape

Navigatorの英語版を使って

いるにもかかわらず、本文中

では日本語版で説明されて、

食い違いが生じている。にも

かかわらず、その違いの補足

説明が見あたらない。また、

たまに日本側で用意した図版

も混じっており、その図版は

日本語版のソフトの画面だっ

たりする。図版で使われるソ

フトの英語版／日本語版が統

一されていないのでは、初心

者が読んだときに混乱を招く。

できることならば、すべての図

版を国内で入手できる日本語

版で統一して欲しかった。オ

リジナルが優れているだけに、

とても残念である。
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